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73　　　CJgMT　cの赤血球ラベルにっいて

（塩化第一錫使用）第2報
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　1974年　Bardyらが、99mTcの赤血
球結合にピロリン酸錫が使用されて以来本邦
でも多くの発表ならびに論文がありますが、

その結合に関してはピロリン酸に含まれてい
る塩化第一錫の還元作用に負うところ大であ

ると発表されています。そこで我々は塩化第

一 錫（メジフイジックス社製）のみを使用し

て結合が塩化第一錫によるものであるかを検
討した。塩化第一錫O．1　9　ng　O．38　ng（1パイァ

ル）0．76mg　ヒ゜ロリン酸錫4mg（1バイァル）

16、20ngを各々静注5分后に採血を行ない、

30分后に99mTcO45～10mCi静注以后5、
30、90、120、180、240分に各採血
を行ない、凡そ5ntを赤血球、血清に分離し、

ゼーマン原子吸光計（日立製）によって錫の
含有量を定量した、主に錫0．751g静注した

場合につき測定したが赤血球では凡そ1600

～1800ppb、．血清では、凡そ80～180
ppb　で両者の比は9～23倍であった。
採血3nfは赤血球、血清に分離后カウントを
行ない両者を比較した。画像は主に90分で

行ない東芝製GCA－401ガンマーカメラ
を使用した。錫の投与量によって差があり

0．19mgよりO．38ng　O．76mgの方が99m　Tc
の赤血球取込みが多く血清との比率は30～

50倍で4mgでは多少低下する。16、2019
（ピロリン酸錫）では更に低下して2～3倍
程度であった。又塩化第一錫のみ使用した際、

これにピロリン酸、又は燐酸を一滴加えて静

注すると、50～70倍になることがわかっ
た。

結論　還元剤として投与される塩化第一錫は
0．38～0，76mgの場合赤血球の取込みは最
も高く4ngではやs低下するが画像について
は満足すべき結果を得たが、ピロリン酸或い

は燐酸を一滴加えた方がより効果的で画像上
についても甲状腺、胃の分必も殆んどみられ
なかった。ピロリン酸（錫を含まない）20　ng

を使月する必要はなく1／100程度で充分であ
った。錫を増量して16、20ngでは、血管
の画像は得られなかった。錫の定量では経時
的に示血球の含有量が増加する99mTcの取込
みとV行状態にあることがわかった。

74　　　分子構造からみた99MTc－－PIと99「nTc－－

PGとの胆肝内挙動の相違

　京大薬学部
　堀内和子、横山　陽、田中　久

同、医学部　核放科

　佐治英郎、小鳥輝男、森田陸司、鳥塚莞爾

　肝、胆道系診断の放射性薬品として開発された
99mTc－PIと99mTc－PGは、共に、アミノ酸とピ

リドキサールとのシツフ塩基を骨格にするTcキレー

トであるが、それらの分子構造はお互にかなり異なっ
ていることが予想される。本研究では、99mTc－P　I

および9　9”ITc－・PGのそれぞれの分子構造と体内動態

との相関性を求めることを目的にした。
　日本メジフイジックス社製の99mTc－PGおよび

前に演者らが報告したSn－Resinキツトを用いて調
製した99mTc－PGを標準の標識化合物として使用し、

さらに種々の標識条件で99mTc－PIおよび99mTc－

PGを調製して、それらの化学的性質、ラヲト、マウ

ス中の体内挙動を比較検討した。
99”）r・－P　1，　9　9m，lp・－PGの標識ユ99野・（）1

の還元操作が基本的に加えられるが、両キット共、

Sn2＋が還元剤に使用される。99MI］c－PGの標識に

は、ピリドキサールとグルタミン酸の加圧下め反応で、
予め反応試薬を調製する必要があるが、99mTc　一一P　1

の場合にはその必要性はない。さらに、PH、試薬濃度、

反応温度、時間などの標識条件がそれぞれ異なり、

生成する標識体の分子構造に大きな相違があることが

予想された。実際にTLC分折、ペニシラミンとの交換

反応などの結果は、◆99mTc＿P　IにおいてはMononuc

tear，9　9・　MTc－－PGにおいてはDinuciearの状態で

99m・lbが配位していることを支持した。99mTc－PGは

シツフ塩基にさらに1分子のピリドキサールが反応
した大きな分子を配位子として・991町cが、　99mTc

－HIDAの場合の結合状態に類似する構造的雰囲気で、

安定に結合していると考えられる。実験的にこの99mrc

の結合状態は極めて安定であることが認められた
が、一方、99mTc－PIの場合、　Tcの結合状態は比

較的不安定である。4価のMononuclear　Tc＿PIへの

配位は、中性の錯体を理論的に与えるが、事実、99m

Tc－PGに比較すると、オクタノールに対する溶解性
が非常に高く、脂溶性の点で99mrc＿PIは、99mTc－

PGより、はるかに高い性質を示した。　このよう
に99mTc－PIと99mTc　－PGとの間には、分子構造、
化学的性質に大きな相違があり、99mTc－PIの速く、

かっ高い肝胆へのとりこみには、明らかに、この
C㎝plexの高い脂溶性の性質が反映され、また991町c

－
PGの肝胆へのとりこみには、99Ml・c－一・HIDAに

類似したTcの結合状態、および大きな分子量・安定

な化学的性質が反映されていることが示唆される。
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